







    




日時：平成１８年２月２０日（月）15 時 00 分～16 時 30 分 
場所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター ２階 
共催：産学官連携推進事業実行委員会 
   地域共同研究開発センター研究協力会 
   環境科学・防災研究センター 
 
総合テーマ：「廃プラスチックの再資源化技術の開発」 
テーマⅠ：「廃プラスチックの石油化学原料化技術開発」（15 時 00 分～16 時 00 分） 
客員教授 西野 順也 
（石川島播磨重工業（株）総合開発センター 環境化学システム開発部 部長） 













テーマⅡ：「プラスチック別再資源化研究の現状」（16 時 00 分～16 時 30 分） 
物質工学専攻 清野 章男 
産学官連携研究員 橋本 義人 
応用化学科教授 杉岡 正敏 






日時：平成１８年２月２３日（木）13 時 30 分～15 時 30 分 
場所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター ２階 
共催：産学官連携推進事業実行委員会 




客員教授 柴田 純夫 
（住友金属鉱山シポレックス㈱技術部 部長） 
青野 義道 




今回のセミナーでは、平成 15 年度からの 3 年間の産学連携による共同研究プロジェ
クトの研究成果について総括する。 
高強度コンクリートは、低水セメント比であるため空隙構造が緻密化されており、空
気連行なしでも耐凍害性に優れるとされているが、初期養生段階で乾湿が繰り返される
ことによって、耐凍害性が劣ることが明らかとなってきた。従来は、耐凍害性の低下は
乾湿繰り返しに伴う微細なクラック（マイクロクラック）が原因であると説明されてき
たが、これまでの研究ではマイクロクラックと耐凍害性についての明確な関係は見出さ
れていない。 
また、コンクリートの耐久性は、骨材、硬化セメントペースト、空隙など多くの要因
に支配されるが、耐久性の観点からは、骨材は化学的および物理的に比較的安定である
と考えられ、硬化セメントペーストの特性が支配的な要因となる。硬化セメントペース
トは、セメントの水和生成物である珪酸カルシウム水和物（C-S-H）からなり、その空
隙構造が材料の特性に最も大きな影響を及ぼすことが知られている。 
そこで、本研究では、耐凍害性の低下について、硬化セメントペーストの空隙構造の
変化に着目し解明することを試みた。さらに、硬化セメントペーストに加え、空隙構造
が大きく異なるトバモライトおよびゾノトライトも含めた珪酸カルシウム系材料を対
象に、結晶学的および熱力学的な考察も加え、μmレベルの空隙構造と nm レベルの微細
構造の関係について新たなる知見を見出した。 
これらの成果は、“産”の珪酸カルシウム系材料の評価技術および熱力学的考察と、
“学”の材料の物性および耐久性の評価技術という異なる基盤技術の融合によりもたら
されたものである。 
